
プ
ラ
ー
サ
ン
ギ
カ
派
（
帰
謬
論
証
派
）
の
代
表
的
論
師
で
あ
る
月
称

（
９
目
国
ご
量
）
の
主
著
『
入
中
論
』
（
尽
員
ご
急
｝
ご
亀
訂
ミ
ミ
ミ
ｓ
）
は
、
周

知
の
如
く
三
百
三
十
の
詩
頌
（
圃
昌
園
）
と
そ
の
自
註
（
ｇ
尉
制
）
か
ら

な
り
、
，
主
と
し
て
「
十
地
経
』
Ｓ
良
き
言
菖
言
‐
②
ミ
ミ
）
の
十
波
羅
蜜

に
依
拠
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
階
梯
に
お
け
る
中
観
の
精
髄
を
解
説
す
る
も
の

で
あ
る
。
そ
の
後
の
中
観
派
の
思
想
的
発
展
に
与
え
た
影
響
を
考
え
れ
ば
、

こ
、
の
論
害
の
有
す
る
重
要
性
は
言
う
べ
く
も
な
い
。
残
念
な
が
ら
、
サ
ン

ス
ク
リ
ッ
卜
原
典
は
現
存
し
な
い
が
へ
今
世
紀
初
頭
、
Ｆ
ｏ
巳
唖
：
旨

く
①
尿
の
勺
○
５
切
冒
に
よ
り
チ
、
、
ヘ
ッ
ト
訳
の
校
訂
テ
ク
ス
ト
と
そ
の
仏
訳

（
未
完
）
が
公
に
さ
れ
て
以
来
、
こ
の
書
は
国
内
外
で
多
く
の
注
目
を
集

め
て
き
た
。
特
に
、
近
年
に
な
っ
て
、
・
そ
の
解
読
研
究
が
本
格
化
し
、
現

在
で
は
チ
、
、
ヘ
ッ
ト
の
学
僧
ツ
ォ
ン
カ
パ
（
目
の
。
晶
丙
冨
冨
）
の
「
入
中
論
』

に
対
す
る
註
釈
、
「
意
趣
善
明
」
食
画
景
蒼
邑
舟
ｏ
侭
の
曾
宝
息
頚
昌
）
に

ま
で
研
究
が
及
ん
で
い
る
。
〔
小
川
一
乗
著
『
空
性
思
想
の
研
究
』
（
文
栄
堂
、

昭
和
五
十
一
年
）
並
び
に
『
空
性
思
想
の
研
究
Ⅱ
』
（
文
栄
堂
、
昭
和
六
十
三
年
）

な
ど
。

ｌ
Ｉ
、
グ
ー
ｆ
１
ｆ
ｊ
ｋ
ｐ
Ｊ
、
ノ
、
ノ
、
Ｊ
７
ｌ
ノ
、
Ｊ
、
ノ
、
く
ｌ

書
評
・
紹
介

、
ノ
ー
～
ｒ
、
ｆ
、
１
Ｊ
、
ノ
，
～
く
ノ
ー
く
／
も
ｊ
、
Ｉ
ｔ
ｊ

面
①
庁
①
門
甸
⑦
ロ
ロ
①
烏
》

ご
尽
○
苫
ど
き
堕
旦
郭
胃
二
ｓ
曼
奇
弓
ｓｔ

加
藤
‐

{た1
〆司

本
書
は
序
と
結
を
除
く
四
つ
の
章
か
ら
な
る
本
論
と
二
つ
の
補
足

（
④
弓
⑦
且
胃
）
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
目
次
か
ら
そ
の
表
題
を
あ

げ
れ
ば
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

門
口
升
Ｈ
Ｏ
Ｑ
ｐ
Ｏ
威
○
巨

○
岸
国
も
苗
Ｈ
」
日
ロ
の
辱
卓
ご
ｏ
亀
譲
旦
さ
畠
ご
蟇
、
』
畠
包
ミ
、
事
ざ
廷
［
冨
崖
］
伊
ロ
Ｑ

厚
い
両
巴
侭
ご
巨
印
○
○
具
①
具

○
白
色
も
蔚
獄
』
目
豈
①
句
Ｈ
ｇ
○
口
唇
Ｑ
ぐ
厨
司

○
淳
屋
己
蔚
叶
い
シ
ロ
ｐ
写
望
め
②
口
・
料
昌
の
侭
彦
命

卜

く

さ
て
、
海
外
に
お
い
て
最
近
、
こ
の
月
称
の
『
入
中
論
』
を
文
献
的
軸

に
、
中
観
派
の
思
想
体
系
に
論
究
の
矛
先
を
向
け
る
著
作
が
相
次
い
で
公

刊
さ
れ
た
。
即
ち
、
○
・
弓
．
国
巨
具
旨
騨
○
口
》
青
《
弓
富
国
言
、
誉
鴎
吻
旦

同
胃
堂
営
、
閏
．
．
』
弓
ご
ミ
○
§
ミ
ミ
ご
同
ミ
き
ぎ
島
急
富
』
冒
愚
曽
雫
ミ
言

卜

、

（
□
且
ぐ
①
邑
耳
具
国
曽
曇
昌
即
⑦
ｍ
の
）
己
路
）
と
こ
こ
で
取
り
上
げ
る

勺
①
尉
儲
同
ｏ
ｐ
ｐ
の
Ｈ
》
閂
意
○
惠
菖
○
電
旦
罫
慰
ミ
ミ
ミ
恥
弓
こ
の
二
言
で
あ

る
。
本
来
な
ら
ば
、
こ
こ
で
右
記
二
書
を
併
せ
て
紹
介
す
べ
き
と
こ
ろ
で

あ
る
が
、
国
員
具
冒
四
○
口
の
所
論
に
つ
い
て
は
］
○
器
狩
目
四
日
。
。
§
①
Ｎ
ｇ

の
書
評
（
門
ぎ
ぎ
承
ミ
ミ
ミ
ご
§
宝
蔑
員
ざ
富
ミ
農
９
９
ミ
。
ご
旦
切
員
§
§

惣
守
ミ
富
》
ぐ
巳
．
嵐
ｚ
Ｏ
Ｌ
』
こ
き
も
や
園
甲
ぷ
こ
並
び
に
甸
騨
昌
君
昌
国
日
ぃ

に
よ
る
罰
①
負
①
葛
睡
時
武
巳
①
（
｛
《
○
ロ
汁
彦
①
月
日
閏
胃
①
国
威
○
口
旦
冒
ｐ
Ｑ
声
］
Ｐ
‐

目
四
冨
目
冒
侭
ぼ
こ
．
、
。
ミ
｝
ミ
ミ
曽
島
邑
菖
、
富
。
酌
§
ご
】
く
巳
．
５
Ｚ
。
、
蝉

旨
ロ
①
己
習
・
弓
．
こ
〒
昌
望
が
す
で
に
公
表
さ
れ
て
い
る
た
め
、
後
者

の
み
を
扱
う
こ
と
に
し
た
。

！

k

＊

qR
JJ



の
冨
騨
も
蔚
禺
上
胃
国
、
侭
豈
芹
画
。
」
両
×
合
の
ロ
ｍ
弓
①
ロ
①
⑦
。
ｍ

○
○
口
昌
口
里
○
昌

少
も
己
①
己
昌
×
』
シ
Ｈ
同
国
己
の
旨
陣
○
国
昌
庁
写
⑦
ぐ
①
厨
①
い
○
津
旨
①
辱
暑
、
Ｃ
ｓ
へ
ｇ
ざ
高

ご
尋
嘩
ミ
ミ
ミ
恥
‐
ミ
ミ
［
昌
乙

シ
も
も
の
ロ
昌
〆
画
目
め
○
コ
四
戸
ぽ
ゅ
も
④
》
の
、
①
ｏ
は
○
国
国
３
９
口
鳴
冒
苔
①
包
即
↑

爵
倉
持
。
長
吻
曹
、
急
頚
旦
（
目
３
口
の
．
菖
昏
旨
。
胃
①
］

閃
旨
丘
胃
烏
）

こ
の
な
か
、
シ
弓
の
且
買
』
は
、
。
房
切
言
の
刊
本
を
底
本
に
し
た
『
入

中
論
』
の
詩
頌
（
圃
凰
園
）
の
英
訳
、
シ
弓
の
目
買
い
は
『
意
趣
善
明
』

の
科
文
（
＄
胃
且
）
の
翻
訳
で
あ
る
。
特
に
『
入
中
論
』
（
頌
）
の
翻
訳
に

つ
い
て
は
、
先
に
あ
げ
た
国
目
鼻
冒
唄
○
口
の
著
書
に
も
ゲ
ル
ク
派
の
学
僧

ｚ
色
目
喝
己
言
騨
凋
呂
の
ロ
と
共
同
に
よ
る
英
訳
が
含
ま
れ
て
お
り
、
両
訳

を
比
較
検
討
す
る
こ
と
も
一
つ
の
課
題
で
あ
ろ
う
が
、
こ
こ
で
は
紙
面
の

都
合
も
あ
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
機
会
を
改
め
た
い
。

さ
て
、
本
論
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
冒
勵
○
号
。
式
○
画
に
よ
れ
ば
、
そ

の
目
的
は
中
観
派
の
思
想
体
系
に
お
け
る
三
つ
の
関
係
性
、
即
ち
⑩
帰
謬

論
的
分
析
（
８
口
の
①
名
①
具
巨
凹
口
巴
瀞
厨
）
と
空
性
へ
の
智
慧
（
旨
の
侭
冥

冒
さ
自
口
冨
融
）
と
定
義
さ
れ
る
般
若
波
羅
蜜
百
塁
目
鳳
凰
自
蔵
と
の

関
係
、
⑨
「
方
便
重
凰
冨
」
と
「
智
慧
」
と
の
関
係
、
③
中
観
哲
学
と
大

乗
仏
教
の
哲
学
的
教
義
的
し
。
ヘ
ル
で
の
関
係
、
特
に
「
智
慧
」
、
「
慈
悲

雷
昌
目
」
、
「
菩
提
ｇ
号
こ
の
関
係
と
相
互
作
用
を
、
主
に
『
入
中
論
』

で
の
論
評
を
再
構
築
す
る
こ
と
に
よ
り
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
い

の
関
係
性
の
解
明
に
は
第
二
章
と
三
章
が
割
か
れ
、
②
と
⑨
の
関
係
性
に

つ
い
て
は
第
四
章
が
当
て
ら
れ
て
い
る
。
特
に
い
の
関
係
性
に
つ
い
て
は

「
分
析
と
智
慧
と
の
関
係
に
焦
点
を
お
く
第
一
の
領
域
の
諸
問
題
は
も
っ

と
も
大
き
な
注
目
と
解
釈
上
の
難
し
さ
を
引
き
起
こ
す
。
な
ぜ
な
ら
、
そ

れ
ら
は
中
観
研
究
者
に
と
っ
て
の
永
遠
の
関
心
事
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

他
の
二
つ
の
領
域
は
こ
の
中
心
的
関
心
か
ら
派
生
し
た
も
の
と
し
て
追
求

さ
れ
る
」
（
や
ｅ
と
著
者
も
述
・
へ
て
い
る
よ
う
に
、
氏
の
研
究
の
中
心
課

題
で
あ
り
、
筆
者
に
と
っ
て
も
最
も
関
心
を
引
く
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
こ

で
、
本
稿
で
は
い
の
関
係
性
究
明
の
核
心
部
分
で
あ
る
第
三
章
（
ン
己
四
辱
里
ぃ

曽
己
冒
切
侭
耳
）
の
前
半
部
を
軸
に
、
本
書
の
内
容
の
紹
介
を
進
め
て
い

く
こ
と
に
す
る
が
、
そ
の
前
に
一
言
、
著
者
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。

本
書
の
著
者
勺
①
前
Ｈ
句
の
自
国
日
に
関
し
て
筆
者
の
知
る
と
こ
ろ
は
少
な

い
が
、
同
。
Ｈ
の
剣
Ｃ
ａ
等
に
よ
れ
ば
、
次
の
如
く
で
あ
る
。
氏
は
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の
口
昌
ぐ
①
国
ｑ
ｇ
Ｃ
ｐ
①
の
ロ
巴
④
且
で
勺
ロ
ロ
．
を
取
得
さ
れ
た

が
、
そ
の
時
の
学
位
論
文
を
加
筆
修
正
し
た
も
の
が
本
書
で
あ
る
。
氏
は

ク
ィ
ー
ソ
ズ
ラ
ン
ド
に
あ
る
ｎ
房
目
Ｈ
①
隠
面
旨
ぃ
黛
具
の
の
仏
教
コ
ー
ス
で

初
め
て
「
入
中
論
」
と
出
会
い
、
そ
の
後
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や
ネ
。
ハ
ー

ル
で
チ
。
ヘ
ッ
ト
の
学
僧
に
よ
る
数
多
の
中
観
思
想
コ
ー
ス
に
参
加
さ
れ
た

と
い
う
。
ま
た
、
弓
胃
口
昌
ぐ
の
国
ご
具
弓
騎
８
口
、
旨
（
富
四
ｓ
の
。
ロ
）
で
も

一
学
期
間
卑
具
．
伊
冒
且
呂
曾
ｇ
の
も
と
で
学
ば
れ
て
い
る
。
現
在

は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ロ
の
鳥
目
口
昌
ぐ
⑦
国
罫
に
在
職
さ
れ
て
い
る
と

の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
著
者
に
は
本
書
の
他
に
《
《
少
尉
の
８
国
黒
目
島
。
目

具
昏
①
言
四
・
面
割
ｐ
昌
四
穴
Ｐ
く
ゅ
繭
３
重
、
シ
ご
巴
瀞
厨
旦
昏
①
冠
①
厨
○
口
』
、
（
弓
言

昏
辱
ミ
ミ
ミ
ミ
碁
⑮
胃
ミ
苫
§
ざ
嵩
昌
欝
堕
。
ミ
ミ
ミ
ミ
酎
員
§
曽
望
員
勇
』

ぐ
○
一
．
。
ｚ
○
．
越
・
己
溺
》
も
弓
刊
望
）
や
《
《
ｏ
ｇ
ａ
３
宮
凶
辻
》
砂
閃
の
言
冨
武
○
口

ｇ
切
巨
目
巨
黒
目
３
房
目
》
》
（
、
言
冒
§
ご
曽
急
念
ミ
ミ
ミ
》
ぐ
○
一
．
劇
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ま
ず
、
第
三
章
以
外
の
章
に
つ
い
て
簡
単
に
言
及
し
て
お
こ
う
。

第
一
章
で
は
「
入
中
論
」
の
内
容
が
概
観
さ
れ
る
。
こ
の
中
で
特
徴
的

な
こ
と
は
、
著
者
が
「
入
中
論
』
を
再
構
成
す
る
た
め
の
解
釈
学
的
な
手
段

合
①
Ｈ
日
①
ロ
①
匡
含
ｏ
巳
：
急
８
）
と
し
て
「
深
遠
唱
昌
ご
冒
目
．
と
（
胃
○
甘
口
己
ｅ

と
「
広
範
且
目
色
」
（
①
鴬
の
口
巴
ぐ
①
）
と
い
う
分
類
を
採
用
し
て
い
る
こ
と

で
あ
る
・
こ
れ
は
月
称
に
よ
り
言
及
さ
れ
、
ツ
ォ
ン
カ
ッ
パ
に
よ
っ
て
『
入

中
論
』
の
構
造
を
理
解
す
る
た
め
に
特
に
注
目
さ
れ
た
分
類
で
あ
る
。
こ

の
う
ち
、
「
深
遠
」
は
空
性
に
、
「
広
範
」
は
そ
の
他
す
、
へ
て
の
も
の
、
「
た

と
え
ば
、
菩
薩
や
諸
仏
に
よ
っ
て
獲
得
さ
れ
る
と
言
わ
れ
る
五
つ
の
完
全

性
ｅ
①
民
①
。
威
○
且
凰
国
目
薗
）
、
能
力
、
超
感
覚
的
認
識
、
そ
し
て
知
識

等
の
技
巧
あ
る
い
は
方
便
（
ロ
矧
忌
）
」
に
関
わ
る
。
ま
た
、
「
こ
れ
ら
二
つ

の
〔
分
類
〕
項
目
（
目
胃
旨
）
は
、
真
実
の
二
つ
の
し
、
ヘ
ル
（
号
昌
儲
鼻
制
）

す
な
わ
ち
勝
義
（
号
①
口
旨
日
胃
の
君
閏
色
目
習
昏
ｐ
）
と
世
俗
（
昔
の
８
口
‐

く
①
貝
５
口
い
く
の
四
日
ぐ
旨
）
、
あ
る
い
は
社
会
的
な
も
の
（
目
①
の
。
ｇ
巴
才
ご
‐

ご
四
目
目
）
と
異
形
同
質
的
に
関
連
し
」
、
さ
ら
に
、
こ
の
二
対
の
諸
項
目

は
「
認
識
論
的
に
強
調
さ
れ
る
智
慧
（
冒
旦
目
）
と
技
巧
あ
る
い
は
方
便

言
制
制
）
の
分
類
と
相
関
す
る
」
・
念
．
閉
）
著
者
は
こ
の
分
類
を
念
頭
に

お
い
て
、
二
章
の
「
深
遠
な
見
解
」
（
目
胃
弔
Ｈ
ｏ
さ
自
旨
Ｑ
ぐ
尉
惑
）
と
四
章
の

「
智
慧
と
広
範
な
行
為
」
（
旨
い
侭
言
い
且
同
斡
①
口
巴
く
①
ロ
①
の
烏
）
の
草
分

け
を
行
な
っ
て
い
る
。

第
二
章
は
「
深
遠
な
見
解
」
即
ち
「
入
中
論
』
に
お
け
る
空
性
説
の
考

ｚ
○
．
要
旨
々
ら
鴎
ゞ
喝
．
己
ｌ
愚
）
等
の
研
究
論
文
が
あ
る
。

ド

ド

、

察
で
あ
り
、
そ
の
中
心
と
な
る
の
は
『
入
中
論
』
第
六
章
に
見
え
る
帰
謬

論
的
分
析
の
形
式
と
人
法
二
無
我
の
論
説
や
唯
識
説
批
判
と
い
っ
た
そ
の

適
用
例
の
略
述
で
あ
る
。
こ
の
中
で
著
者
は
月
称
の
分
析
の
救
済
論
的
意

味
（
ｍ
ｏ
３
Ｈ
巨
○
嘔
。
巴
日
①
四
日
品
）
を
強
調
す
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
分
析
は

単
に
「
あ
ら
ゆ
る
哲
学
的
思
考
に
お
け
る
形
式
的
な
論
理
上
の
誤
り
を
提

示
す
る
こ
と
を
主
な
目
的
と
す
る
一
つ
の
体
系
」
令
．
翁
）
と
解
釈
さ
れ

る
べ
き
で
は
な
く
、
こ
の
分
析
を
行
な
う
菩
薩
自
身
に
空
性
へ
の
智
慧

（
冒
旦
目
）
を
生
起
さ
せ
解
脱
に
至
ら
し
め
る
手
段
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
言
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
も
し
そ
う
で
あ
る
な

ら
、
本
来
概
念
的
操
作
で
あ
る
帰
謬
論
的
分
析
が
ど
の
よ
う
に
し
て
非
概

念
的
な
空
性
へ
の
智
慧
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ

の
過
程
を
論
じ
た
の
が
第
三
草
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
に
取
り

上
げ
る
。
、

第
四
章
は
、
「
深
遠
鳴
日
目
卸
と
と
「
広
範
且
胃
①
」
な
教
義
と
の
関

係
性
へ
の
考
察
で
あ
り
、
著
者
の
論
究
の
矛
先
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、
そ

の
中
心
の
一
つ
は
冒
頭
で
も
関
説
し
た
通
り
、
「
智
慧
」
、
「
慈
悲
」
、
「
菩

提
」
の
関
係
性
を
『
入
中
論
』
に
お
い
て
解
明
す
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か

し
、
著
者
が
結
語
念
．
ｇ
Ｊ
で
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
説
得
力
の
あ
る

結
論
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
こ
こ
で
そ
の
論
評
を
ま
と
め
る
と
以
下
の
如

く
で
あ
る
。

『
入
中
論
』
の
教
義
的
構
造
か
ら
、
智
慧
は
他
の
も
の
の
病
い
に
対
応
す

る
活
動
的
な
慈
悲
を
発
展
さ
せ
る
た
め
に
菩
薩
に
と
っ
て
必
要
な
条
件
で

あ
る
と
推
論
す
る
こ
と
が
で
き
る
・
一
方
、
慈
悲
は
仏
の
一
切
種
智
に
と
っ

て
必
要
な
条
件
で
は
な
い
が
、
道
具
的
な
原
因
（
日
鼻
目
日
①
ロ
ｇ
旨
Ｐ
巨
の
①
）

の旬
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さ
て
、
す
で
に
述
争
へ
た
よ
う
に
、
第
三
章
で
は
帰
謬
論
的
分
析
と
空
性

へ
の
智
慧
と
の
関
係
性
が
考
察
さ
れ
る
。
い
ま
、
そ
の
中
心
と
な
る
第
三

章
前
半
部
（
層
．
９
１
－
侭
）
の
論
評
を
追
っ
て
み
よ
う
。

こ
こ
で
は
、
ま
ず
著
者
は
月
称
が
用
い
る
「
分
析
乱
。
胃
四
」
と
い
う
術

語
に
着
目
す
る
。
中
観
派
の
急
３
国
は
単
に
「
諸
事
物
の
詳
細
、
性

格
、
特
徴
、
関
係
等
を
考
究
す
る
こ
と
に
か
か
わ
る
ア
ビ
ダ
ル
マ
に
お
け

る
負
。
胃
と
と
は
異
な
り
、
概
念
化
の
無
化
と
結
び
つ
く
概
念
的
分
析

（
８
口
。
８
陸
巴
色
口
四
辱
曾
⑫
）
と
言
う
べ
き
も
の
で
、
そ
れ
は
「
輪
廻
の
束
縛

か
ら
ヨ
ー
ガ
行
者
を
解
き
放
つ
と
理
解
さ
れ
る
、
覚
り
そ
の
も
の
を
生
じ

さ
す
」
令
』
ｇ
）
と
す
る
・
著
者
は
こ
の
よ
う
な
中
観
派
の
ぐ
ぢ
腎
四
を
救

済
論
的
意
味
を
も
つ
と
い
う
点
で
「
勝
義
分
析
」
宕
胃
四
日
目
目
？
乱
３
３
）
、

ア
ピ
ダ
ル
マ
の
白
３
国
を
「
世
俗
分
析
」
（
⑳
四
目
ぐ
昌
‐
ぐ
ぢ
閏
凹
）
と
呼
ぶ
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
う
い
っ
た
種
別
は
月
称
の
論
書
中
に
は
見
い
だ
せ
な
い
が
、

と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
し
て
智
慧
は
仏
の
一
切
智
に
と
っ
て
有
効
な
世

俗
知
（
ぐ
己
屋
８
旨
ぐ
目
武
○
口
毘
百
○
且
。
長
の
）
を
保
証
す
る
も
の
で
あ
り
、

必
要
な
条
件
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
け
れ
ど
も
、
こ
の
解

釈
は
、
慈
悲
は
智
慧
の
完
成
に
対
し
て
必
要
で
あ
り
、
ま
た
、
智
慧
は
菩

薩
や
仏
の
広
大
な
知
識
に
依
っ
て
い
た
と
い
う
主
張
と
は
矛
盾
し
て
い
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
と
い
っ
て
も
、
少
な
く
と
も
、
智
慧
の
発
展
と
菩
提

の
展
開
と
の
間
で
、
ま
た
、
智
慧
と
慈
悲
と
の
間
で
働
く
よ
う
に
思
わ
れ

る
、
動
的
な
依
存
関
係
は
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
、
と
結
論

づ
け
て
い
る
。

＊

＊

曾
詐
『
四
Ｉ
ａ
３
国
と
い
う
用
例
が
『
入
中
論
』
や
『
ブ
ラ
サ
ン
ナ
。
ハ
ダ
ー
』

に
見
出
せ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
あ
な
が
ち
不
適
当
で
あ
る
と
は
言
え
な

い
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
著
者
は
中
観
派
の
こ
の
「
分
析
乱
８
３
」
が
「
論
証
の
プ
ラ
サ

ン
ガ
的
形
態
、
即
ち
あ
ら
ゆ
る
主
張
に
元
来
必
然
的
に
根
ざ
す
と
考
え
ら

れ
る
論
理
的
矛
盾
を
引
き
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
不
合
理
な
帰
結
を
露
に
す

る
、
い
わ
ゆ
る
論
証
の
演
緯
的
形
態
を
用
い
る
」
令
．
己
全
と
す
る
ｐ
そ

し
て
、
「
帰
謬
論
的
分
析
」
（
８
口
い
の
壱
①
昌
芭
巴
国
辱
の
罰
）
に
他
な
ら
な

い
こ
の
「
分
析
負
３
国
」
が
「
思
考
の
流
れ
を
無
化
す
る
、
あ
る
い
は
少

な
く
と
も
あ
る
種
の
形
の
思
考
を
排
除
す
る
た
め
の
一
つ
の
技
巧
で
あ
る

と
す
る
な
ら
、
そ
の
構
造
的
基
盤
に
は
、
概
念
化
百
ぢ
ゅ
品
の
形
成
そ

の
も
の
や
そ
の
〔
言
語
的
〕
展
開
宮
眉
目
８
、
そ
し
て
こ
れ
ら
の
維
持
と

解
消
を
支
配
す
る
原
則
が
含
ま
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
ｅ
、
５
ｓ

と
述
べ
、
そ
の
諸
原
則
に
つ
い
て
論
究
の
矛
先
を
向
け
る
。
著
者
の
言
葉

を
引
き
な
が
ら
そ
の
主
張
を
ま
と
め
れ
ば
、
以
下
の
如
く
で
あ
る
。

ま
ず
、
著
者
は
「
述
定
（
目
①
日
。
煙
威
○
回
）
は
思
考
形
成
の
鍵
で
あ
る
。

な
ぜ
な
ら
思
考
は
事
物
の
同
一
性
に
依
存
し
て
起
こ
り
、
事
物
の
同
一
性

は
事
物
が
他
の
も
の
と
区
別
さ
れ
る
境
界
を
そ
れ
に
与
え
る
と
い
う
意
味

で
、
事
物
へ
の
述
辞
の
帰
属
、
即
ち
そ
れ
を
定
義
す
る
も
の
に
依
拠
す
る

か
ら
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
古
典
（
即
ち
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス

的
）
モ
デ
ル
に
お
け
る
思
考
形
成
の
基
盤
で
あ
る
述
定
（
胃
①
ｓ
８
陸
○
口
）

と
い
う
概
念
を
提
示
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
考
え
方
を
通
し
て
、
「
特
相

ヨ
ョ
詳
賦
」
（
蔚
呉
日
①
）
を
把
握
す
る
も
の
と
『
倶
舎
論
」
で
定
義
さ

れ
、
月
称
も
そ
れ
を
踏
襲
し
て
い
る
「
認
知
の
⑳
昌
言
己
（
Ｈ
①
８
唱
昼
○
コ
』
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ｅ
鞄
。
ユ
ョ
ご
目
○
国
）
と
い
う
作
用
は
事
物
に
特
相
（
述
辞
）
を
結
び
つ
け

る
点
で
述
定
的
で
あ
り
、
「
こ
う
い
っ
た
概
念
的
識
別
（
８
胃
①
耳
口
昌

ａ
ｍ
ｏ
２
自
の
一
詳
）
が
あ
る
と
き
、
概
念
化
冨
言
）
色
目
が
確
立
さ
れ
、
こ
こ

か
ら
、
信
念
、
判
断
、
推
論
等
の
言
葉
で
表
現
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
い
く
つ

か
の
も
の
の
致
密
で
複
雑
な
織
物
を
織
り
あ
げ
る
、
多
様
な
〔
言
語
的
〕

展
開
胃
息
目
○
四
が
起
こ
る
」
と
言
う
。
つ
ま
り
、
「
概
念
的
な
蔓
延
と
展

開
は
、
主
辞
・
述
辞
命
題
と
い
う
点
で
分
析
さ
れ
得
る
『
認
知
闇
昌
甘
旦

に
依
拠
し
、
そ
れ
に
続
い
て
起
こ
る
」
も
の
と
し
、
逆
に
「
浬
渠
は
『
認

知
」
の
停
止
に
よ
っ
て
伴
わ
れ
る
〔
言
語
的
〕
展
開
の
無
化
で
あ
る
」
と

主
張
す
る
の
で
あ
る
。
（
弓
．
」
日
上
ｇ
）

さ
ら
に
、
中
観
的
分
析
の
中
で
は
、
こ
う
い
っ
た
「
述
定
」
（
頁
の
↓

９
８
陣
○
口
）
を
本
質
と
す
る
「
認
知
」
は
「
論
理
的
対
立
物
に
よ
る
定
義

の
原
則
」
（
苫
の
冒
旨
ｏ
苞
①
具
号
冒
蔓
○
口
昏
目
口
答
旨
唱
ｏ
巴
○
弓
。
、
岸
の
い
）

に
立
っ
て
機
能
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
と
す
る
。
こ
の
原
則
は
「
概
念

Ａ
は
概
念
非
Ａ
が
形
成
さ
れ
る
場
合
に
の
み
作
ら
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
逆

も
し
か
り
で
あ
る
。
そ
の
述
定
的
形
式
で
は
、
こ
れ
は
事
物
Ａ
が
定
義
さ

れ
る
、
即
ち
な
ん
ら
か
の
述
辞
Ｐ
が
非
Ｐ
に
よ
っ
て
定
義
さ
れ
る
と
こ
ろ

で
述
辞
Ｐ
に
よ
り
特
定
化
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」
と
著
者
が
述
べ

て
い
る
よ
う
に
、
主
辞
を
特
定
化
す
る
（
定
義
す
る
）
述
辞
Ｐ
は
そ
の
非

Ｐ
に
依
っ
て
、
逆
に
非
Ｐ
は
Ｐ
に
依
っ
て
の
み
成
立
す
る
と
い
う
、
述
辞

の
相
依
相
待
関
係
冨
国
も
胃
呰
農
協
を
示
す
。
し
た
が
っ
て
「
此
に
依

拠
し
て
彼
が
生
ず
る
」
（
ゞ
昌
匿
耳
蔚
ロ
昌
儲
ゞ
臼
》
耳
巨
凋
侭
○
）
と
い
う

「
入
中
論
」
の
縁
起
の
定
義
に
お
け
る
二
つ
の
指
示
代
名
詞
は
、
た
と
え

ば
常
と
無
常
、
有
と
無
な
ど
の
論
理
的
対
立
物
を
指
し
示
し
て
い
な
け
れ

ぱ
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
加
え
て
、
こ
の
点
で
述
定
に
は
本
来
備
わ
て
い

つ
る
逆
説
守
胃
邑
○
〆
）
が
あ
る
と
言
う
。
な
ぜ
な
ら
、
述
辞
の
相
依
関
係

は
論
理
的
に
主
辞
Ａ
に
関
す
る
述
辞
Ｐ
と
非
Ｐ
の
存
在
を
同
時
に
認
め
る

こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
逆
説
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
こ
そ
が
帰

謬
論
的
分
析
の
目
的
で
あ
る
と
著
者
は
主
張
す
る
。
（
弓
」
９
１
５
巴

さ
て
、
こ
の
よ
う
に
、
述
辞
は
論
理
的
対
立
物
に
依
っ
て
生
ず
る
が
、

あ
る
事
物
に
一
つ
の
述
辞
を
帰
属
さ
せ
る
活
動
の
中
で
分
化
し
て
く
る
。
．

つ
ま
り
、
「
述
辞
は
ま
ず
二
つ
の
相
互
に
定
義
す
る
対
立
物
と
い
う
文
脈
に

お
い
て
起
こ
っ
て
く
る
が
、
『
二
分
す
る
能
力
ぐ
時
巴
冨
』
（
＆
目
。
８
目
笛
掲

厨
ｏ
昌
耳
）
が
概
念
的
な
指
示
物
と
し
て
役
立
つ
事
物
を
獲
得
し
よ
う
と
す

る
中
で
二
つ
の
述
辞
を
分
化
し
、
そ
れ
ら
の
一
つ
を
つ
な
ぎ
止
め
る
」
と

言
う
。
こ
こ
で
は
、
相
依
関
係
に
あ
る
は
ず
述
辞
が
そ
れ
ぞ
れ
自
立
的
な

も
の
と
し
て
現
れ
、
異
な
っ
た
事
物
に
対
す
る
述
辞
と
し
て
働
く
よ
う
に

な
る
ｂ
「
こ
の
よ
う
な
分
化
と
あ
た
か
も
独
立
し
た
も
の
と
し
て
あ
る
よ

う
に
定
義
さ
れ
る
指
示
物
の
創
出
は
〔
言
語
的
〕
展
開
冒
僧
目
○
四
に
よ

っ
て
引
き
出
さ
れ
、
補
強
さ
れ
る
」
の
で
あ
る
。
（
弓
．
一
ｓ
ｌ
巨
ｅ

こ
う
い
っ
た
概
念
の
展
開
過
程
で
は
、
矛
盾
律
、
同
一
律
、
排
中
律
と

い
う
三
つ
の
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
的
公
理
も
ま
た
機
能
し
て
い
る
と
す
る
。

特
に
「
主
辞
Ａ
に
対
し
て
与
え
ら
れ
た
述
辞
Ｐ
は
同
時
に
同
じ
点
で
肯
定

さ
れ
、
か
つ
否
定
さ
れ
る
こ
と
は
有
り
得
な
い
」
、
即
ち
Ａ
は
Ｐ
で
あ
る

と
同
時
に
Ｐ
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
は
有
り
得
な
い
と
い
う
矛
盾
律
は
、

「
帰
謬
論
的
分
析
の
文
脈
の
中
で
は
、
な
ん
ら
か
の
事
柄
に
つ
い
て
想
定

さ
れ
得
る
可
能
な
立
場
を
二
つ
の
相
互
に
排
除
す
る
主
張
に
二
分
化
す
る

言
呂
○
さ
目
砂
①
）
た
め
の
構
造
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
」
。
し
か
し
、
こ
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の
矛
盾
律
と
先
の
論
理
的
対
立
物
に
よ
る
定
義
の
原
則
は
分
析
者
の
心
に

葛
藤
を
生
じ
さ
せ
る
。
と
い
う
の
は
、
後
者
は
「
あ
る
主
張
と
そ
の
否
定

を
同
時
に
肯
定
す
る
、
即
ち
Ａ
は
Ｐ
で
あ
り
、
Ｐ
で
は
な
い
と
い
う
形
で

一
つ
の
事
物
に
関
し
て
述
辞
の
存
在
と
不
在
を
同
時
に
肯
定
す
る
方
向
性

の
中
、
概
念
化
を
構
造
化
す
る
」
の
に
対
し
て
、
前
者
は
「
形
式
的
に
、

そ
し
て
規
定
的
に
（
た
ぶ
ん
心
理
的
に
で
も
あ
ろ
う
）
、
主
張
と
そ
の
否
定

を
同
時
に
肯
定
す
る
こ
と
を
意
識
か
ら
遠
ざ
け
る
形
で
概
念
化
を
構
造
化

す
る
」
か
ら
で
あ
る
。
（
弓
虐
ミ
ー
巨
巴
そ
し
て
、
著
者
は
こ
の
点
に
つ

い
て
結
論
的
に
次
の
よ
う
に
述
令
へ
て
い
る
。

概
念
化
の
流
れ
は
、
帰
謬
論
的
分
析
に
よ
っ
て
述
定
に
本
来
的
に
備

わ
る
逆
説
に
気
づ
く
よ
う
に
向
け
な
お
さ
れ
る
。
そ
の
（
逆
説
）
は
、

相
互
に
矛
盾
し
た
構
造
を
形
成
し
て
し
ま
う
、
心
理
的
に
不
可
能
な

（
あ
る
い
は
、
少
な
く
と
も
構
造
的
に
不
安
定
な
）
状
態
を
想
定
す

る
よ
う
に
意
識
を
追
い
や
る
と
い
う
そ
の
性
向
に
よ
り
、
述
定
化
能

力
を
衰
退
さ
せ
、
結
果
、
概
念
化
の
破
壊
と
消
滅
を
導
き
出
す
。

そ
し
て
、
こ
の
破
壊
と
消
滅
が
「
空
性
へ
の
智
慧
」
（
旨
蛎
侭
冥
５
８

の
日
耳
目
①
の
め
）
と
解
釈
さ
れ
得
る
の
で
あ
る
。
念
」
周
）

龍
樹
（
ｚ
樹
間
言
］
己
）
や
月
称
の
諭
書
を
研
究
す
る
場
合
、
と
も
す
れ

ば
他
学
派
の
主
張
を
打
破
す
る
た
め
に
多
用
さ
れ
る
帰
謬
論
証
そ
れ
の
み

に
目
が
奪
わ
れ
が
ち
に
な
る
。
言
い
替
え
れ
ば
、
そ
の
論
証
形
式
や
構
造

の
分
析
だ
け
に
関
心
の
大
半
が
向
け
ら
れ
、
本
来
そ
れ
が
有
す
る
救
済
論

可

ド

母』
旬も

〔
付
記
〕

本
稿
校
正
中
、
冒
頭
で
掲
げ
た
。
弓
．
出
巨
口
曾
〕
哩
○
目
〉
同
ミ
営
昌
鴎
堕
旦

同
蒼
営
営
、
閏
へ
の
］
自
．
。
§
の
園
曾
の
書
評
に
対
し
て
、
著
者
か
ら
の
反

論
と
評
者
か
ら
の
そ
の
応
答
が
旬
言
嵜
ミ
】
ミ
ミ
尋
恥
冒
§
鳶
ミ
８
章
ミ

農
吻
。
。
ミ
８
苫
呉
句
貫
き
営
留
芦
§
圏
）
く
９
．
国
易
。
．
」
ゞ
ら
閏
に
掲
載

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。
こ
こ
に
紹
介
し
て
お
く
。

○
ン
員
国
匡
口
は
［
妃
奇
○
口
】
］
Ｈ
，
即
」
《
Ｈ
ロ
①
目
写
①
騨
曾
①
ｇ
Ｏ
ｇ
①
○
は
’
昌
庁
望
酢
Ｃ
ｏ
ｇ
‐

昌
芦
①
ロ
厨
○
恒
］
○
の
。
○
四
ケ
①
侭
曾
』
〕
い
胃
口
庁
①
Ｈ
も
Ｈ
鼻
四
陸
○
口
の
○
冷
員
ご
属
ぽ
い
い
い
踏
匡
ず

ご
の
噂
、
④
ｐ
Ｑ
ｐ
言
．
国
巨
具
旨
唄
○
口
》
冑
・
〕
、
冒
蔚
叶
冒
①
国
威
○
吊
旦
ｇ
①

月
忌
昇
色
冒
目
Ｈ
Ｐ
Ｈ
扇
宮
武
○
国
具
四
ｍ
の
ぐ
①
ロ
庁
盲
。
①
口
井
巨
思
く
門
口
Ｑ
国
巨
切
目
・
包
宮
牌

目
⑦
泌
試
》
〕

］
○
患
揖
邑
酉
ｇ
ｏ
ｏ
の
ざ
①
８
号
《
《
○
］
〕
罰
①
胃
①
鼻
５
ｍ
冒
巨
①
吾
且
曽
己
Ｏ
ｇ
関

弓
Ｃ
馨
目
Ｃ
Ｑ
①
ロ
］
目
員
【
〕
ぬ
叩
酔
両
①
望
〕
○
扇
の
さ
○
シ
ミ
．
函
匡
三
旨
但
○
口
．
旨

的
な
メ
ツ
セ
ー
ジ
が
見
失
わ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
意

味
で
帰
謬
論
証
と
そ
の
救
済
論
的
意
義
と
の
つ
な
が
り
に
焦
点
を
当
て
、

そ
れ
を
正
面
か
ら
解
明
し
よ
う
と
し
た
著
者
の
姿
勢
は
高
く
評
価
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
後
の
著
者
の
研
究
活
動
に
は
一
層
の
注
意
が
払
わ

れ
る
寺
へ
き
で
あ
ろ
う
。

弓
ｇ
閏
甸
①
ロ
画
閏
“
胃
富
○
富
ミ
。
題
旦
暮
、
ミ
ミ
ミ
函
ミ
ミ
命
冨
巳
＄

呈
○
崗
朋
ぢ
こ
冒
呂
ｐ
匡
・
属
旨
司
関
澤
ｏ
四
号
旨
ぢ
む
ロ
匡
厨
ぽ
①
厨
．

ロ
Ｃ
Ｈ
Ｑ
Ｈ
①
ｏ
彦
斤
）
ら
Ｃ
ｅ
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